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和と積の大小関係・２ 

 

 １＋２＋３＋４＋５＋６の＋をいくつか×にとりかえます。例えば，１＋２＋３×４＋５＋６とすると，

答えは２６になります。 

 

（１）答えのうちで，もっとも小さいものと最も大きいものをそれぞれ求めなさい。 

 

（２）答えのうちで，大きいほうから６番目のものを答えなさい。また，その答えになる式をすべて答えな

さい。 

  

試行力問題～子どもから大人まで～ 
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和と積の大小関係・２ （１）最も小さいもの…２０，もっとも大きいもの…７２１  

（２）１２６，１×２×３＋４×５×６，１＋２＋３＋４×５＋６， 

１×２×３×４×５＋６ 

 

（１）１×□＝□よりも１＋□の方が大きいことから，１については足すよりもかける方が答えは小さくな

ります。よって，答えのうちで最も小さいものは，１×２＋３＋４＋５＋６＝２０です。また，もっと

も大きいものは１＋２×３×４×５×６＝７２１です。 

 

 

（２）かけ算によって作られる大きい答えに注目して，調べ上げます。 

○２番目に大きい答え…１×２×３×４×５×６＝７２０です。 

 

○３番目に大きい答え…３×４×５×６＝３６０であることを利用します。１＋２＋３×４×５×６ 

＝３６３です。 

 

○４番目に大きい答え…１×２＋３×４×５×６＝３６２です。 

 

３６０以上の答えはもうありませんので，次は４×５×６＝１２０を利用します。６＝２×３＝１×

２×３ですから，１２０＝４×５×６＝２×３×４×５＝１×２×３×４×５となるため，注意が必要

です。 

 

○５番目に大きい答え…１＋２×３＋４×５×６＝１２７，１＋２×３×４×５＋６＝１２７です。 

 

○６番目に大きい答え…１×２×３＋４×５×６＝１２６，１＋２＋３＋４×５＋６＝１２６， 

１×２×３×４×５＋６＝１２６です。 

試行力問題～子どもから大人まで～ 


